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背景、研究開発内容、成果について

今後の展望

セルロースナノファイバー(CNF)は、再生可能な資源である木材などの
植物繊維を活用した素材です。軽量かつ高強度/高弾性の材料であること
から、樹脂の補強繊維として配合することによって、製品の強度向上が
期待できます。しかしながら、本格的に普及させるためには、CNF複合
樹脂の製造コストを大幅に低減させる必要があり、従来技術の延長では
なく、抜本的な見直しを行った新しい製造プロセスの技術開発が必要です。

低コスト化のため、本研究では京都プロセスをベースにCNFの原料である
パルプと塩化ビニル系樹脂(PVC)を同時に投入することで、混練と並行
してパルプの解繊を進行させる手法を採用しました。CNF/PVC複合体
において力学特性や熱的特性の向上、更に良好な成形性、成形品外観を
得るためには、パルプの解繊度が重要な要素となるため、適切な原材料
の選定、混練状態の最適化といった検討を行いました。

本手法で製造したCNF/PVC複合体はCNFを含まない汎用PVC材料に
比べて、以下の性能が向上します。 
・力学特性　曲げ弾性率 ：約1.3倍 
・熱的特性　ビカット軟化温度 ：20℃以上上昇 
・　 〃 　　線熱膨張係数 ：約40%の低減 
販売価格は1kgあたり千円以下を目指しています。

本材料の高強度、高耐熱性の特性を活かした分野（建材等）への適用を
企図しています。
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研究開発の概要

CNFをはじめとするバイオマス材料の需要は、今後ますます増加すると予想されます。その中でも、CNF/PVC複合材料は特徴的な物性
を持つ素材ですので、ご興味をお持ちの方は是非お気軽にご連絡ください。
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CNF/PVC複合体の特性
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